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 作文執筆中は，学習者が入力している Word ファイルを画面共有してもらう形で進め
た。完成したファイルは Zoom のチャット機能を使って教員に送付してもらい，もう少
し説明を加えて欲しいなどの内容面と日本語の表現などの言語面についてコメントを
付け，次の授業でチャット機能を使って返却した。教師のコメントは，授業内に口頭で
も補足説明を行った。 
 
3.成果と今後の課題 
学期末のアンケート結果は，概ね良かった。今学期は履修者が 1 名だったことから，
学習者に合わせて柔軟に対応することができ，満足度が高くなったと考えられる。また，
日本人学生と自国の食文化や建築文化についてディスカッションすることも良い経験
となったようである。しかし，シラバス目標の「お互いのコメントから，文章をよりよ
いものにする」という点については，改善の余地がある。文章にコメントする段階から
日本人学生に参加してもらうなど，履修者が少なくても対応できるよう検討していきた
い。 
